
グ ラウ ンドカバープラ ンツに発生す る 病害 401 

グラウ ンドカバープラ ンツに発生する病害

東京都農業試験場 竹

は じ め に

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ンツ と は ， 計画的 な市街化住宅

地区， 大型公共施設， 公園， 道路の緑地帯 な ど の地被 ・

緑化に利用 す る 植物の総称 で あ る 。 お よ そ地被に利用 で

き る 植物 で あ れ ば こ の範鴎に入札①草丈 が お お よ そ

50 cm 以下， ②主に常緑多年草か常緑木本植物で， ③環

境順応が高 く ， ④地表面や壁面 を 密に被覆 し ， ⑤雑草 を

抑制す る な どの特性 を も っ 。 その種類 は媛性や伺旬性の

針葉樹 ・ 広葉樹， ササ類， 草花， シ ダ類な ど， 極 め て 多

種 ・ 多様で あ る 。 グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ンツが公共緑化

の材料 と し て 導入 さ れ た の は 1970 年代 中 頃 か ら で， 需

要の背景 と し て ， ①都市化の進展に伴 っ て法面や ピル の

壁面， フ ェ ン ス ， ポ ー ル な ど の 新 しい緑化需要が開発 さ

れ， ②オ ー プ ン な緑化空間が都市空間に ゆ と り を与 え る

と と も に， 防災面な ど で も 有効で あ り ， ③高木の樹種が

変化 し ， 地被植物 と の調和が重 ん じ ら れて き た こ と ， ④

高木だ けに よ る 緑化に比べ， 修景上 の 幅 を 広 げ ら れ る こ

と な ど が あ げ ら れ る 。 グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ンツ は一度

期に多数の株 を植栽す る 必要 が あ る た め ， 以前 は繁殖が

容易 で大量生産が可能 な ， 管理の し や すい植物が用い ら

れ て い た が， 最近で は 多 様 な 需 要に 応 え る た め ， 薬，

花， 実 な どに よ り 観賞価値 の 高い新品 目 が次々 と 導入 さ

れてい る 。

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ンツの ほ と ん ど の 品 目 は ， 1 0  a 

あ た り 6 万 ポ ッ ト 前後 と 集約的に生産 さ れ， 育成後， ポ

ッ ト ご と 出荷 さ れ る 。 育成期間 は 1�2 年 で植木類 と 比

較す る と 回転率 は 極 め て 高 く ， 我が国の 年間生産量 は，

こ こ 数年， 6 ， 000 万 ポ ッ ト 前後 を 維持 し てい る 。 繁殖 は

掃 し木や株分 け な ど の栄養繁殖が中心で， 同ーの植物 を

一時期に数万~数十万鉢 も 増殖す る こ と が あ る 。 ポ ッ ト

植 え の植物 は， ピ ニ ルハ ウ ス や ガ ラ ス 室 な どの施設で管

理 さ れ る が， ササ類な ど は野外に置かれ る こ と も あ る 。

潜水 は， 生産量が多い こ と な ど か ら ， ス プ リ ン ク ラ ー で

行わ れ， 補助的に手潜水す る こ と も あ る 。 近年で はミ ス

ト や フォ グ装置での 自 動潜水が， 主に挿 し木~活着期 の
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管理に用い ら れ てい る 。 採穂 ま た は株分 け 用 の母樹 ・ 母

株 は ， 露地間場植 え ， あ る い は大型の鉢植 え で管理 さ れ

てい る 。

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ンツの生産者 は， 大量の 注文に

応 え る 責務 を 負い， ま た 品質が劣 る と キ ャ ン セ ル さ れ る

こ と も あ る 。 こ の た め ， 病害の発生 は ， 生産者 お よ び発

注者 の双方に大 き な損 失 を も た ら す。

本稿 で は ， グ ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツ の 病害に つ い

て ， 主に生産現場に お け る 発生の概要 を紹介す る 。

I グ ラ ウ ン ドカバー プラ ン ツでの

病害発生の特徴

グ ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツ の 病 害 は ， 母樹 ・ 母株圃

場， 生産圃場お よ び植栽地の 3 場面で被害 を も た ら し ，

時に連続 し た 被害構造 を 形成す る こ と が あ る 。 大 半 の 品

目 は栄養繁殖す る た め ， 母樹 ・ 母株が擢病 し てい る 場合

に は 生産閏場に発病 の好適条件がそ ろ う と ま ん延 し病株

が大量に発生 す る 。 そ し て ， 植栽地に病気が持 ち 込 ま れ

る こ と と な る 。

生産闘場で は ， 病害に よ り 深刻 な被害 を も た ら す こ と

があ る が， その原因 は 以下の よ う な栽培管理上 の 問題に

あ る と 考 え ら れ る 。

ポ ッ ト での増殖 ・ 養成時に は ， 水分不足に よ る 活着不

良や乾燥枯死が起 き や すい た め ， 潜水が過多に な る 傾向

があ る 。 ま た 同ーの植物が大量に， か つ 過密状態 で管理

さ れ， 枝葉が重 な り 合 う こ と な どに よ り 通気性が悪化 し

や す い。 こ の よ う な 環境下で病気が発生す る と 急速に ま

ん延 し ， 大 き な 被害 と な る 。 栽 培 株 数 が極 め て 多 く ，

個々 に 目 が行 き 届かずに発病 を 見過 ご し ， 防除が遅 れ る

こ と も 原因のー っ と 考 え ら れ る 。

筆者 ら は， 1975 年 頃 か ら ， グ ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン

ツ に発生 す る 病害 を 調 査 し て き た 。 表- 1 に 東京都 の 生

産踊場 (一部植栽地) に お け る 主 な病害 を 取 り 上 げ， 発

生頻度 と 被害程度 を 目 安 と し て 示 し た 。 こ の リ ス ト に挙

げた 大部分 は菌類に よ る 病害 で あ り ， 特に多犯性で湿潤

条件 を 好 む病原菌に よ る 被害が大 き い。 一方， 特定 の 品

目に発生す る 病害 の 中に も ， 壊滅的 な 被害 を も た ら す種

類があ る 。
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植物名[科名]

表-1 東京都で発生 し た グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ン ツ の 主 要病害

病名[病原菌] 発生頻度剖 被害程度b，

う ど ん こ病[Oidumsp. l 111 1 � II 
斑点細菌病[Xantho州側叩ゆestrispv. h峨rael 111 111 
疫病[p，勿Iゆhthora ni・'cotia即沼 他 111
褐斑病[Gl吋駒ardi・'a sp. l I I  I I  
炭痘病[Colletotrichum trichellum 1 111 I I  
灰色か ぴ病[Bol1ytis cinereal I I  I I  

ヒペ リ カ ム ・ カ リ シ ナ ム[ オ ト ギ リ ソ ウ 科] く も の巣病[Rhizocto削・'a solani AG- l. 1 B l  I I  111 
さ ぴ病[Melanψsora hyþericolum l. 111 111 
灰色か ぴ病[Bo仰tis cine何回 I I I I  
う ど ん こ 病[Oidiumsp. l I I  

斑点病[Pseud ocer，ωゆora abeliae 1 I I  1 � 11 
紅粒茎 枯病[民四d oneclriaμchy，哩andricolal 111 1 � I I  
褐斑病[Phyllostictasp. l. 
白絹病[Sclerolillm rolが.il I I  I I  
白絹病[Scle町tium ro約iil I I  
褐斑病[Gu忽加rdiasp. l I I  1 � I I  
紫斑病[Pseudocercos世ora leucothoes 1 I I  1 � I I  
う ど ん こ病[Oid iumsp. l 
褐斑病[Pseud oercoψ()'1"aωtone，田川 I I I I  
く も の巣病[Rhizoclonia solani AG- l. 1 B l  I I  111 
く も の巣病[Rhizoclonia solani AG -l. 1 B l  I I  111 
白紋羽病[Rosellinia necatrixl I I  �III 

サ ワ ラ ( フィ リ フィ ラ オ ー レ ア )[ヒ ノ キ 科] く も の巣病[Rhizoc向nia solani AG- l .  1 B l  I I  I I  � III 
ミヤ ギ ノ ハ ギ[ マメ科] さ ぴ病[Uromyc砧lesþed，四四- þrocumbentis 1 I I  1 � I I  
オ タ フ ク ナ ン テ ン[メ ギ科] 褐斑病[PhyU，山tictasp. l I I  1 � I I  

紅斑病[Ps四曲ce問。ゅora制御d inael 11 1 � I I  
褐斑病[Guignardia ardisiae 1 111 1 � I I  
白紋羽病[Ro叩llinia necatrix 1 I I  

ヒメ ウ ツ ギ[ ユ キ ノ シ タ 科] さ ぴ病[向cciηia抑制官i. P. 10略的問isl I I  
a ) 発生頻直 (1 : 時 に 認 め ら れ る . 11 : 普通 に 認 め ら れ る . III : 発生す る こ と が多い ) . b) 被害程度 (1 : 軽微 な 被害. I I 防除 を 要
す る 被害. 111 : 被害が大 き い ・ 時 に壊滅的>.

〈草本植物〉
シャ ガ， ヒメ シャ ガ[ アヤメ科]

ハ ナ ショ ウ プ[ アヤメ科]
ク マ ザサ[ イ ネ 科]
オ キ ザ リ ス [ カ タ パミ科]
ガ ザニ ア[ キ ク 科]
セ イ ヨウ ノ コ ギ リ ソ ウ[ キ ク 科]
ツ ワ プ キ[ キ ク 科]

ヒ メ ツル ニ チ ニ チ ソ ウ[キョ ウ チ ク ト ウ 科]
マ ツ パ ギ ク [ ザ ク ロ ソ ウ 科]
ア ジ ュ ガ[ シ ソ 科]

シ パ ザ ク ラ [ハ ナ シ ノ プ科]

ユ キ ノ シ タ[ ユ キ ノ シ タ 科]

ア マ ドコ ロ[ ユ リ 科]

ギポ ウ シ類[ ユ リ 科]
ジャ ノ ヒ ゲ[ ユ リ 科]

ノ シ ラ ン[ ユ リ 科]
ホ ト ト ギ ス[ ユ リ 科]
ヤ プ カ ンゾ ウ [ ユ リ 科]
エ ビ ネ[ ラ ン科]

シ ュ ン ラ ン[ ラ ン科]
シ ラ ン[ ラ ン科]

〈木本植物〉
ム ベ[ ア ケ ビ科]
へデ ラ ( キヅ タ ) 類[ ウコ ギ科]

ア ベ リ ア[ ス イ カ ズ ラ 科]

フ ッ キ ソ ウ[ ツ ゲ科]

サルココ ッ カ [ ツ ゲ科]
アメ リ カ イ ワ ナ ン テ ン[ ツ ツ ジ科]

ツルマ サ キ[ ニ シ キ ギ科]
コ ト ネ ア ス タ ー[パ ラ 科]

ノ、ィピャ ク シ ン類[ヒ ノ キ 科]

ヤ ブコ ウ ジ[ヤ プコ ウ ジ科]

黄化腐敗病[A þhanomyces i1-idis 1 
さ ぴ斑病[A lternari a irid icolal 
紋枯病[Rhizoctonia solani AG -2-2. I I I  B l  
さ び病[Pu抑制:a longicornis 1 
さ ぴ病[Melamゆora itoanal 
業腐病[Rhizoctonia solani AG -l. 1 B l  
葉腐病[Rhizoclonia sola削 AG- l. 1 B l  
う ど ん こ病[Oid iums P. l  
斑業病[Seþtoria tussilaginisl 
黒枯病[Phomaex信uavar.  inoxyd abilis 1 
立 枯病[Rhizoctonia solani AG-4. 111 A l  
う ど ん こ病[Sþhaerotheca elscholtziae 1 
株枯病[Phom四euþy陀加]
白網病[Sclerotium rolβiil 
株腐病[Rhizoctonia solani AG-2-2.  111 B l  
白絹病[Sclerotium叩約iil
灰色か ぴ病[Botηtis cine，-ea 1 
斑葉病[Pho仰印抑]
褐色斑点病[Phyllosticta cruental 
炭痘病[Colletotrichum lil必cearuml
炭痘病[Colletotri・'chu削liliacearum1 
白絹病[Sclerolium rolfsiil 
炭痘病[Colletolrichum liliacearum 1 
炭痘病[Collelol1ichum liliacearum 1 
炭痘病[Colletotrichum liliacearum 1 
葉枯病[A urerobぬが'ium microstictum 1 
斑紋モ ザ イ ク 病[cMvl
炭痘病[Collelotrichum demalium 1 
炭痘病[Collelolrichumsp. l 
炭痘病 (仮)[Collelol1ichum sp. l 
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E 多犯性病原 菌 に よ る 病害

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ン ツ の 多犯性病原菌に よ る 病害

は， 野菜， 花 き お よ び植木類での被害 と 同様に， 病原菌

の好適な温度 お よ び湿度が継続的に維持 さ れ る こ と が，

発生の助長， 被害の拡大 の 要因 と な っ てい る 。 こ と に グ

ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ン ツで は過濯水に よ り 高湿度条件に

な り や す く ， 大半が施設内で生産 さ れ， ま た 環境 の悪い

場所に植栽 さ れ る こ と が多いた め ， 発病好適条件下に長

〈維持 さ れや す い。 以下に代表的な病害 を紹介す る 。

1 くもの巣病 お よ び葉腐病 ( Rhizoctonia solani) 

グ ラ ン ド カ バー プ ラ ン ツ の母樹 ・ 母株， 生産地お よ び

植栽地のいずれで も 発生 し ， 特に被害が大 き い。 病原菌

の 菌 糸融合群 は AG-1 ， 培 養 型 は1 B で あ る 。 植物体

の地上部に発生 し ， は じ め 茎葉部に不明瞭な褐色病斑 を

生 じ ， 病斑 は急速に艦大， 融合 し て 葉腐れや枝枯れを起

こ す。 多湿時に は ， 病原菌の菌糸が茎葉の表面 を極 め て

速 く 伸長 し ， 茎葉部が く も の巣状の菌糸で綴 ら れ， ま た

隣接株に伝染す る 。 菌糸が密 な と こ ろ に は 表面に短菌糸

を 密生 し た 褐色 1mm 大 の菌核が多 数形成 さ れ る 。 ハ イ

ピ ャ ク シ ン， セ イ ヨ ウ ネ ズ な ど の 針葉樹， ヒ ペ リ カ ム ，

コ ト ネ ア ス タ ー な ど の媛性 ま た は旬旬性の広葉樹で被害

が大 き い (竹 内 ・ 堀江， 1993 b， 1994 a， 199 5 b) 。 ま た

セ イ ヨ ウ ノ コ ギ リ ソ ウ や ガ ザニ ア な ど の 葉が繁茂す る 草

花類で も 坪枯れ状に枯損 を 生 じ る こ と が あ る (竹内 ・ 堀

江， 1993 b， 199 4 a， 199 5 c) 。 発生期 間 も 長 く ， 露地 の

母樹 ・ 母株圃場で は 5---- 10 月 ， 施設で は ほ ぽ周年被害が

認 め ら れ る 。 R. solani の 他菌群に よ る 病害 と し て ， 地

際 部~根 部 を 犯す 菌 群 AG-2-2 ( III B) お よ び AG-

4 ( III A) に よ る 立枯れや株枯れがマ ツ バ ギ ク や シ パ ザ

ク ラ な ど の 草花類で多発す る こ と が あ る (竹内 ・ 堀江，

1993 c ; 竹内 ら ， 1996 b) 。

2 白絹病 ( Sclerotium rolfsii) 

白絹病 は ， 上述の Rhi zo clonia に よ る 病害 よ り も 発生

期 間 は 短いが， 高 温 ・ 多 湿 な梅雨~秋雨時期に 多 発 す

る 。 地際部~根部が褐色に軟化腐敗 し ， 光沢の あ る 絹糸

状の白色菌糸 と 褐色菜種状の 菌核が援病部 お よ び周辺土

壌に豊富に形成 さ れ る 。 こ の 菌核 は耐久性に富 み， 母

株 ・ 母樹園場に発生す る と 根絶す る のが難 しい。 施設内

の ポ ッ ト 栽培下で も 発生す る こ と が あ るが， 汚染圃場の

母株か ら 株分 けに よ り 持 ち 込 ま れてい る 可能性が高い。

木本で は， フ ッ キ ソ ウ やサル コ コ ッ カ な ど比較的， 表皮

が柔 ら かい品 目 に発生 し や す く ， 高温期に株枯れ を起 こ

す (竹 内 ・ 堀江， 1994 b) 。 草本類で は アジ ュ ガ， ジ ャ

ノ ヒ ゲ， シ パ ザ ク ラ などで被害が大きい (竹内 ・ 堀江，

1993 c ; 竹 内 ら ， 1996 a ) 。 草 本 類 に 発 生 す る と ， 極 め

て 病勢の進展が は や し 坪枯れ状 と な り 再生 し ない こ と

も 多い。

3 灰色かぴ病 ( Botrytis cinerea) 

灰色か ぴ病 は比較的冷涼， 多 湿条件下で発生す る 。 茎

葉部に水浸状の病斑が拡大 し ， す ぐに軟化腐敗す る 。 擢

病部に は灰褐色， 粉状 の菌体 を 形成 す る 。 小型 の ピ ニ ル

ハ ウ スで は特に過湿に な り や す く ， 冷涼期に は 多 量 の 結

露 を 生 じ ， そ の た め 本病 の好 適 な発病条件が継続 し ， 病

勢が急速で あ る 。 ヒ ペ リ カ ム や へデ ラ 類 な どで は ， 過繁

茂に な り 通気性が損 な わ れ る と 多発 す る 傾向が あ る (竹

内 ら ， 1995) 。

4 そ の他の多犯性菌 に よ る 病害

密閉 し た 施設で， 過剰 な ス プ リ ン ク ラ ー 潜水が行わ れ

る な ど極 め て 高湿度 な条件下で は へ デ ラ 類疫病 (Phyto­

phtho ra ni cotianae) が激 しい被害 を も た ら す (竹内 ら ，

1995) 。 ま た Colletot ri・'chum spp.に よ る 炭痘病 は ギ ボ ウ

シ， へデ ラ な どに発生 し ， 生産物の 品質の低下 を 招 き ，

植栽地で は景観 を 害 す る (竹内 ・ 堀江， 1996 a ) 。

皿 特定の植物 に 発生 す る 病害

宿主範囲の狭い病原菌に よ る 病害 は ， 発生品 目 は 限定

さ れ る も の の ， い っ た ん 発生 す る と 被害が継続 し や す

く ， 難防除病筈が多い。

1 ヒペ リ カ ム さ ぴ病 ( Melampsora hypericolum， 

堀江 ら ， 1995) 

ヒ ペ リ カ ム ・ カ リ シ ナ ム の葉に多数の黄色小斑点 を 生

じ ， 葉枯れ， 枝枯れ を起 こ し ， 病勢が激 しい と 株枯れ と

な る 。 葉裏面 の 病斑に黄 色 か ら 淡樟黄 色で粉状 の 菌体

(胞子) を 多 数産生す る 。 199 0 年代前半 ご ろ か ら 全国規

模で発生 し は じ め ， 急速に ま ん延 し ， 生産地で は 多数 の

株が枯損 し ， ま た ， 採穂用 の母樹や植栽地で も 多発 し ，

健全穂木の確保が困難 と な っ た 。 ヒ ペ リ カ ム ・ カ リ シ ナ

ム で の被害 は極 め て 甚大で あ っ た が， 同 属 の キ ン シ パ

イ ， ビ ヨ ウ ヤ ナ ギ， ヒ ペ リ カ ム‘ ヒデ コ ー ト ' な どで は 問

題 と な っ てい ない。

2 へテ' ラ 斑点細菌病 ( Xanthomonas campestris 

pv. hederae， 溜川 ら ， 1997) 

ハ ロ ー を 伴 う 不整 円形の暗褐色の 病斑 を 葉 お よ び葉柄

に生 じ て 葉枯れ を お こ し ， 幼苗期に多発す る と 株枯れ と

な る 。 ‘ グ レ イ シ ャ ー ' や‘ ゴ ー ル ド ハ ー ト ' な ど の 本病に

擢病性 の 高い斑入 り 品 種 の 導 入に よ り 被害が顕在化 し

た。 梅雨期に ま ん延 し や すい。
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3 フ ッ キ ソ ウ 紅粒茎枯 病 ( Pseudonectria pa­

chysandricol，α， 竹内 ・ 堀江， 1993 a) 
葉 で は 不整円形で時に輪紋状 と な る 灰褐色 の病斑 を生

じ て 葉枯れ を起 こ し， 茎 で は 暗褐色か ら 黒色 の病斑が拡

大 し， ミイ ラ 状に乾燥， 枯死す る 。 病斑上に は 多数の分

生子座 を 生 じ ， 子座上に淡檀 黄色の分生子塊 を お びた だ

し く 形成 す る 。 秋期に は 同 子座上に紅色 の 小粒 (子襲

殻) が多数観察 さ れ る 。 フ ッ キ ソ ウ での常発病害で， 生

産地の ポ ッ ト 苗， 母樹お よ び植栽の い ずれで も 発生が認

め ら れ る 。 過繁茂 な 植栽地で は坪枯れ状に枯損 を 生 じ

る 。

3 そ の他の特定の植物 に発生す る 病害

シ ャ ガ お よ び ヒ メ シ ャ ガ に は 黄 化 腐 敗 病

(Aphanomy ces i ridis) お よ び さ び 斑 病 (Alte rna ria

i ridi cola)  ， ヤ ブ カ ン ゾ ウ に は 葉枯病 (Au re robω、idium

mi crosti ctum ) ， ア メ リ カ イ ワ ナ ン テ ン に は紫斑 病

(Pseudo ce rco ゆo ra leu cothoes) ， ま た コ ト ネ ア ス タ ーに

は 褐斑病 (Pseudo ce rco ゆo ra cotneast ri) が普通に発生

し， 時に被害 が認 め ら れ る 。 (堀江 ら ， 1 976 ; 飯嶋 ら ，

1988 ; 小林， 1975 ; 吉川 ・ 横山， 1986) 。

W 防 除 対 策

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ン ツにお い て も 病害防除の基本

は草花類や植木類 と 同様であ る 。

1 健全穂木 ・ 株の確保

グ ラ ウ ン ド カ バー プ ラ ン ツ 生産 な ら びに植栽地 での発

病回避 ・ 軽減の た めに は， 健全 な母樹 ・ 母株 を 育成す る

こ とが最 も 重要 で あ る 。 繁殖用に採穂 ま た は小分 け し た

株 も ， 水あ げや鉢上 げの 際に徹底 し た 選別 を行い， 養成

に用 い る 施設に病原菌 を 持 ち 込 ま な い よ う に留意す る 。

2 無病 培護土の確保

用 土 は 経費や手間 の関係か ら ， 特別 の場合 を 除 い て，

消 毒 は行わ な い た め， 山 土 な ど病原菌の混入 が な い 用 土

を 確保す る 。 畑の土壌 は， 土壌伝染性の病原菌が生息す

る 可能性が高 い の で使用 し な い。

3 適正濯水 お よ び湿度管理

適切な潜水， 排水対策 を 行 い， 施設で は換気に十分留

意 し， 高湿度状態 を避 け る 。

4 圏場衛生

栽培期間中 は， 品 目 ご と に， 生育状況 を観察 し， 発病

株 は 直 ち に廃棄 し 圃場衛生に努め る 。 施設 ・ 闘場 は適宜

栽培品 目 を ロ ー テ ー シ ョ ン す る 。
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5 植栽環境の適正化

植栽地 で は， 日 当 た り や通気， 土壌 の状態， 排水 を 考

慮 し て， 場所に適 し た 植物 を 用 い る 。 病株 は絶対に植栽

し な い。 過度 の密植は避 け る 。 密植状態に な っ た ら ， 間

引 き ， ま た 枯葉や枯死株 を 除去す る な ど し て ， 植栽 を 健

全な状態に保つ 。

6 薬剤防除

病気の種類に よ っ て は 植栽地 で の ま ん延 を 防 ぐ た め

に， 生産闘場での薬剤防除が不可欠 で あ る 。 し か し， グ

ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツに は 登録農薬 は極 め て 少 な い。

ま た， 薬剤防除試験 は ヒ ペ リ カ ム さ ぴ病 で EBI 剤 の 効

果 を 確認 し た 例 が あ る 程度 で あ る (竹 内 ・ 堀江， 1996 

d) 。

お わ り に

グ ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツ の生産地 を巡回 し て み る と

ど こ にで も 病気 は 発生 し て い る が， 被害の程度に は 大 き

な差が あ る こ と に気付 く 。 同地域で， 同 じ 品 目 が栽培 さ

れて い て， 大半の 圃場で病害が多発 し て い て も ， 中に は

ほ と ん ど影響 を 受 け て い な い 圃場 も あ る 。 発病の 少 な い

園場で は， 施設に排水溝 を 設 け た り ， ポ ッ ト の 下に貨 の

子 を置 く な ど， 生産環境に あ る 余剰な水分 を 除去す る 工

夫が一手間加 え ら れて い る こ と が多 い。 ま た 潜水量 の 見

極 め や換気の タイ ミ ン グ な ど の栽培管理技術に も 長 じ て

い る 。

病害対策 と し て は， グ ラ ウ ン ド カ バ ー プ ラ ン ツ 生産 も

鉢花 な ど の生産 と 同様， 植物の側に立 ち ， 健全種苗 を 確

保 し， 水分， 施肥， 遮光 な ど の 適正化 を 図 り ， 発病 しに

く い栽培環境作 り を推進 し て い く こ と が重要 で あ る 。 ま

た， 登録農薬 を増や し て い く こ と も 今後の課題で あ る 。
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